
 

 

 

宇治市２０１９年度当初予算について 

 

２０１９年２月２０日 日本共産党宇治市会議員団 

 

本日開会された宇治市議会３月定例会に、一般予算案６２４億円、特別会計など６

をあわせて総額１，１７４億円の予算案と２４本の条例案などが提案されました。昨

年度に引き続き、「厳しい財政状況」を理由に市民サービスの切り捨てや市民負担の

増加をすすめるものになっています。 

市は、「ごみ袋の有料制の検討」と「古紙回収報奨金の見直し」を進めようとして

います。市が実施したパブリックコメントで、有料袋制に反対が９５％、古紙回収報

奨金見直しには８５％が反対と答えています。パブリックコメント実施要項には「提

出された意見等を考慮して計画に案について決定を行う」としています。市民の意見

を尊重して、有料袋制と報奨金見直しはやめるべきです。 

市は、市民への負担を増やす一方で、８８億円規模の歴史公園事業をすすめていま

す。 

 

１． 国保料金大幅黒字なのに引下げせず 

市は、1 月 24 日の国保運営協議会に２０１８年度の決算見込みが、４，２０７万円

の赤字になると報告しました。この「赤字」は、一種の貯金である基金への積立金を

予算の１９０万円から６億２，５７４万円にふくらましたためにおこった「つくられ

た赤字」というべきものです。今年度末の基金残高は１３億７，０００万円となる見

込みです。市は、国保料を据え置くとしていますが、基金などの財源を活用すれば、

引き下げは可能です。 

 

２．集会所２０％削減を推進し、公共料金を値上げ 

市は、市集会所２０％削減をしようとしています。地域のコミュニティ活動の拠点

である市集会所を、廃止・統合等で２０％も減らせば、地域コミュニティ活動は大き

な打撃をうけ、地域活動の衰退を招くことになります。 

市は昨年７月に７０カ所の公共施設の利用料・手数料を一斉に値上げしました。さ

らに、老人園芸広場協力金を現行の３倍に引き上げようとしています。また消費税増

税を先取りして水道料金、下水道料金の引き上げをしようとしています。 

また、ＪＲの生活踏切の復活を求める住民の切実な要望があるのに、そのための予

算措置はありません。 

 

３．子育て・教育に背を向けた予算案 

市は、「切れ目のない総合的な子育て支援」とうたっていますが、保育所の待機児

は、２７４人（２０１８年１２月現在）となり、昨年度同時期の２４７人をさらに上 



 

 

 

 

回る大量待機になっているのに、保育所増設の予定はありません。 

学校関係者などから、３２の学校すべての図書室に司書の配置をとの要望が出てい

るのに、現行の８人を１０人に増やすだけでたいへん不十分なものです。 

中学校給食の実施方針を決めながら、実施時期も決めないまま年数が経っています。

利用率が１％にも満たない中学校昼食提供事業（弁当のあっせん）に今年も６４４万

円を計上しています。中学校給食を早期に実施すべきです。 

 

４．学校トイレの改修がようやく全校実施の見込みに 

昨年度予算でトイレ改修の調査費を計上しながら実施しなかった西小倉地域の学

校について、地域の４校の改修設計費が計上されました。２０１９年度工事実施の３

校に続いて、２０２０年にようやくすべての学校のトイレ改修の見込みとなりました。

当初１０年で完成する予定が１３年かかることになります。 

遅れていた黄檗体育館のエアコン設置の予算が付きましたが、対象はサブアリーナ

だけで、メインアリーナのエアコン設置は先送りにされました。 

 

５．太閤堤跡の歴史公園事業関連に１億２，６００万円計上 

歴史公園整備事業は、２０１０年の史跡ゾーン土地購入費１６億円をはじめに、２

０１５年交流ゾーン土地購入費６億円、２０１７年９月議会で債務負担行為（将来ま

での財政負担を決める予算）２５億円、２０１８年３月議会で史跡ゾーン整備事業費

２億円、９月議会で事業者との２５億円の事業契約、１２月議会で事業追加予算４億

円などほとんど毎議会ごとに数億規模の予算が計上されてきました。今予算案では、

歴史公園関係費用１億２千万円が計上されています。目的も効果も不鮮明で、事業内

容にも多量の非公開部分をかかえている巨大事業は見直すべきです。 

 

党市会議員団は、税金の使い方をかえて、市民サービスや公共施設を充実させるた

めに全力をあげます。        
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